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地区自治会連合会数
自 治 会 数
加入世帯数
班（組）数

22
593

　　　176,438
11,720

つくりだそう自治の力で明るいまちを

相模原市自治会連合会 検索

　功
労
表
彰
者
（
個
人
）

お笑い芸人 世界事情（右）と松下ひもの（左）による漫才・コント

　７月９日（土）相模原市長をはじめ、国会議員、県・市議会
議員などのご来賓及び多くの自治会員の方々にご来場いた
だき、盛大な大会となりました。
　第１部の式典では、地域活動功労者として、個人116名、
９団体、退任理事３名に感謝状が贈呈されました。
　また、第２部のアトラクションの部では、神奈川県立相模原
青陵高等学校チアダンス部による演技、漫才コンビ世界事情
による防犯・防災を題材とした漫才、お笑い芸人松下ひものに
よるコントを披露いただきました。
　自治会員が一堂に会して、他の模範となる活動をされている
功労者を称え感謝の意を表するとともに、アトラクション等
を通じて楽しい時間を共有することで、明るいまちづくりを
進めるための連帯感がより強まる大会となりました。

平成28年度自治会大会開催!!

多
く
の
皆
様
方
に
平
成
28
年
度
自
治
会
大
会
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

自
治
会
大
会
は
、
日
頃
、
自
治
会
活
動
に
い
ろ
い
ろ
な
形

で
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
皆
様
方
に
、
感
謝
の
意

を
表
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
、

自
治
会
活
動
に
つ
い
て
は
、
各
地
域
で
順
調
に
地
域
づ
く

り
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
一
歩
一
歩
、
課
題
解
決
を
進
め
て

い
た
だ
い
て
い
る
思
い
が
い
た
し
ま
す
。
大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
様
々
な
課
題
事
項

が
あ
っ
た
中
で
、
解
決
に
向
け
前
進
し
た
も
の
に
、
本
市
の

防
災
体
制
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
地
域
防
災
計
画
に

つ
い
て
は
、
市
が
中
心
と
な
り
実
態
に
近
い
計
画
と
な
る
よ

う
改
定
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
が
、
計
画
に
基
づ
く
、
22
地

区
の
防
災
対
策
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
は
、
明
確
な
方
針
を
示
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

自
治
会
連
合
会
は
市
に
対
し
、
22
地
区
そ
れ
ぞ
れ
の
実
態
に

あ
わ
せ
た
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
政
策
提
言
を
し
、
昨
年
、

よ
う
や
く
22
の
地
区
防
災
計
画
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
4
月
の
熊
本
大
地
震
を
機
に
、
防
災
に
つ
い
て
、
い

ろ
い
ろ
な
場
で
話
す
機
会
が
あ
り
ま
す
が
、
相
模
原
市
は
地

盤
が
い
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
、
防
災
活
動
に
逆
作
用
を
お

こ
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
震
災
が
起
き
た
直
後
は
、

関
心
が
強
い
の
で
す
が
、
自
治
会
を
中
心
と
し
た
防
災
訓
練

等
に
つ
い
て
は
、
年
々
参
加
者
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

私
と
し
ま
し
て
は
、
常
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、

実
際
、
災
害
が
起
き
た
と
き
の
減
災
に
結
び
つ
く
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
自
治
会
の
役
割
は
、
万
が
一
の
場
合
に
で
き
る

だ
け
多
く
の
方
の
い
の
ち
を
守
れ
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
方
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
実
現
な
ど
、
自
治
会
と
相

模
原
市
が
力
を
あ
わ
せ
て
様
々
な
地
域
施
策
を
講
じ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
具
体
的
な
自
治
会
の
ご
要
望
を
ひ
と

つ
ひ
と
つ
実
現
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
頃
、
自
治
会
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
方

に
、
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
引
き
続

き
地
域
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

田
所
会
長
あ
い
さ
つ（要

旨
）

つくりだそう自治の力で
チカラ

  明るいまちを

（
敬
称
略
）

小　
　
山

丸
山　
誠
一	

小
野
寺
時
男

山
崎　
　
実

清　
　
新

伊
藤　
邦
男	

大
山　
　
孝

原
田　
　
勝	

	

黒
須　
義
人

横　
　
山

田
中　
直
貴

中　
　
央

根
岸　
泰
子	

小
俣　
誠
一

中
村　
　
隆	

下
ノ
村
征
五

守
屋　
　
守	

鳥
海　
千
秋

星　
が　
丘

新
田　
　
隆	

金
ヶ
江　
實

佐
藤
藤
寿
治

光　
が　
丘

安
藤　
順
夫	

山
澤　
忠
治

和
田　
州
治	

菊
池　
直
人

橋　
　
本

飛
田　
貞
夫	

小
堺　
　
浩

森
田　
喜
昭	

根
本　
一
男

岡
本　
民
江	

三
井　
明
好

原　
　
　
登	

長
堀　
知
恵

原　
　
英
夫	

霧
生　
俊
行

原　
　
　
清	

佐
藤　
　
久

大　
野　
北

小
山　
　
勉	

井
上　
賢
一

小
峰　
文
夫	

杉
岡　
彰
仁

川
島
良
太
郎	

	

中
込　
良
雄

黒
田　
久
也	

安
藤　
　
茂

濱
野
麻
利
子

大　
野　
中

廣
邊　
　
進	

平
野　
大
介

西
村　
友
男	

渡
邊　
正
次

笹
津　
征
夫	

村
山　
貞
夫

荒
川　
長
士	

遠
藤　
　
浩

大　
野　
南

丸
田　
和
彦	

松
下　
和
禄

石
﨑　
幹
枝	

	

大
塚　
昌
宏

大
塚　
康
子	

鈴
木
や
よ
い

渡
邊　
満
弘

大　
　
沢

草
野　
拓
三	

村
田　
　
修

田　
　
名

田
所　
恒
男	

金
井　
晴
雄

樋
口　
成
美	

小
川　
政
明

上　
　
溝

圡
方　
　
明	

根
岸　
利
昌

門
倉　
憲
雅	

本
庄　
岑
生

麻　
　
溝

座
間
富
治
男	

	

小
泉　
喜
義

境　
　
　
勉	

座
間　
澄
雄

新　
　
磯

吉
田　
仲
男	

齋
藤　
祐
吉

鈴
木　
真
司	

川
嶌　
　
茂

三
膳　
節
勝

相　
模　
台

荒
井　
末
治	

高
久　
　
登	

櫔
原　
　
久	

鳥
飼　
政
雄

太
田　
瑛
子	

	

田
邉　
敏
夫

藤
村　
　
光	

田
澤　
京
子

松
浦　
　
毅

相　
武　
台

宮
本　
憲
雄	

五
野　
忠
男

佐
藤　
武
彦	

髙
橋　
文
子

東　
　
林

古
木　
　
昇	

	

齋
藤　
三
雄

安
田　
正
貴	

加
藤
毅
久
雄

齋
藤　
良
幸

城　
　
山

矢
島　
義
明	

	

三
角　
哲
嗣

大
参　
正
人	

中
野　
秀
人

大
田　
和
義

津　
久　
井

関
戸　
益
男	

小
林　
明
夫

永
井　
義
信	

	

下
薗　
克
秀

井
上　
一
豊	

	

角
田　
栄
次

榎
本　
拓
司	

廣
瀬　
市
郎

相　
模　
湖

鈴
木　
光
雄	

岡
本　
　
貢

山
口　
義
丈	

岩
田　
　
正

稲
垣　
伸
吾

藤　
　
野

加
藤　
泰
男	

藤
本　
継
雄

林　
　
一
郎	

神
田　
正
春

 

功
労
表
彰
者
（
団
体
）

相
生
自
治
会
見
守
り
隊	

（
中　
央
）

横
山
公
園
体
操
の
会	

（
星
が
丘
）

陽
光
台
５
丁
目
防
災
隊	

（
光
が
丘
）

東
橋
本
第
二
自
治
会	

（
橋　
本
）

自
治
会
法
人
ニ
ュ
ー
相
模
自
治
会	（
大
野
北
）

芹
沢
自
治
会	

	

（
麻　
溝
）

Ｊ
Ａ
相
模
原
市
女
性
会
新
磯
支
部
（
新　
磯
）

自
治
会
法
人
若
葉
台
自
治
会	（
城　
山
）

小
原
自
治
会	

	

（
相
模
湖
）

 

退 

任 

理 

事

代
田　
　
昭	

	

（
中　
央
）

八
木　
次
夫	

	

（
大　
沢
）	

長
谷
川
光
義	

	

（
上　
溝
）
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私
達
が
、
平
成
28
年
度
相
模
原
市

自
治
会
連
合
会
役
員
・
理
事
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

理
　
事
　
　
森
　
　
逸
雄

大
野
中
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

会
　
長
　
　
田
所
　
昌
訓

田
名
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

監
　
事
　
　
金
子
　
匡
甫

東
林
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
　
落
合
　
勝
司

津
久
井
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

副
会
長
　
　
平
林
　
　
清

光
が
丘
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
　
中
山
　
光
明

大
沢
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
　
小
林
　
茂
裕

横
山
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
　
田
代
　
明
寛

清
新
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
　
穂
苅
　
健
二

新
磯
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
　
牛
尾
　
良
一

中
央
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

監
　
事
　
　
竹
田
　
幹
夫

星
が
丘
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

副
会
長
　
　
草
野
　
　
寛

橋
本
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
　
小
林
　
充
明

上
溝
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
　
石
井
　
正
彦

麻
溝
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

副
会
長
　
　
坂
本
　
堯
則

相
模
台
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
　
佐
藤
あ
つ
子

相
武
台
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
　
山
下
　
利
麿

城
山
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

会
　
計
　
　
澤
塚
　
正
史

相
模
湖
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
　
森
川
　
哲
郎

藤
野
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
　
石
井
今
朝
太

小
山
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
　
河
本
　
　
博

大
野
北
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
　
大
木
　
　
恵

大
野
南
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

６
月
４
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
か
ら
、
加

山
市
長
を
は
じ
め
、
阿
部
市
議
会
議
長
及
び
戸

塚
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
か
ら
の
祝
辞
の
あ

と
、
篠
塚
委
員
（
相
模
台
地
区
）
及
び
大
貫
委

員
（
橋
本
地
区
）
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

各
地
区
か
ら
選
出
さ
れ
た
委
員
の
熱
心
な
討

議
の
結
果
、
次
の
議
案
に
つ
い
て
可
決
・
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
平
成
28
年
度 

相
模
原
市
自
治
会
連
合
会

定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

自治会に加入するとお得な特典がいっぱい！
レジャー、宿泊施設や人間ドック、葬祭場などの割引が受けられます。
※Jichi Pass は毎年４月ごろに自治会から配布しています。

Jichi Pass
（自治会員専用割引）

は利用されていますか？

平成28年度

相模原市自治会連合会

平成29年３月31日
まで有効

相模原市自治会連合
会

ホームページを見て活用しよう！

▼相模原市全地域の最新の
　情報を見られる！
地域の最新の情報をお届けします。
※アクセス数 31,370件　ページビュー数 98,797件
　（2016年 10月 1日現在）

ご存知でしたか？
自治会連合会ホームページにはこんな情報も載っています。

・自治会員専用割引の特典内容　・自治会連合会の発行物
・地域情報紙　・防災マップ　　・子育てマップ　　など

▼住所から自治会が調べられる！
市内でお引越しされる際や、ご友人が市内に
転入される際に、ぜひご活用ください。

▼メールマガジン機能を搭載！
メールアドレスを登録していただくと、
各地区のメールマガジンをお届けします。

http://www.sagamihara-jichiren.jp/相模原市自治会連合会 検索 携帯電話・スマートフォンは
こちらからご覧いただけます→

議
　
案

①
平
成
27
年
度
事
業
結
果
報
告

②
平
成
27
年
度
収
支
決
算
報
告

③
会
計
監
査
報
告

④
平
成
28
年
度
事
業
計
画

⑤
平
成
28
年
度
収
支
予
算　
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目
指
せ
！
近
所
の
雷
お
や
じ

　
今
回
は
、
現
役
で
仕
事
を
続
け
な
が

ら
、
相
武
台
前
２
の
３
自
治
会
長
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
る
、
相
武
台
地
区
に

お
住
ま
い
の
本
郷
正
宏
さ
ん
（
51
）
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

相
模
原
市
に
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
お
住
ま

い
で
す
か

　

育
ち
は
茨
城
県
の
高
萩
市
で
、
大
学

生
の
と
き
に
東
京
に
移
り
ま
し
た
。
結

婚
を
機
に
相
模
原
市
に
移
り
、
相
武
台

地
区
に
住
ん
で
20
年
に
な
り
ま
す
。

自
治
会
長
に
な
ら
れ
た
き
っ
か
け
を
教

え
て
く
だ
さ
い

　

周
り
か
ら
の
後
押
し
も
あ
り
、
昨
年

か
ら
自
治
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

は
じ
め
は
、
地
域
の
方
々
の
名
前
と

顔
を
覚
え
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
し
た
。

前
任
の
会
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
周
り
の

方
々
が
丁
寧
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
だ
さ

る
お
か
げ
で
、
現
役
で
仕
事
を
し
な
が

ら
も
、
自
治
会
長
を
務
め
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
長
に
な
っ
て
、
地
域
の
こ
と

を
知
る
に
つ
れ
て
、
地
元
へ
の
愛
着
が

な
お
強
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域

活
動
に
参
加
を
し
、
世
代
を
越
え
た
繋

が
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
大

き
な
財
産
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
も
現
役
で
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
が
、
自
治
会
長
と
の
両
立

で
重
要
な
こ
と
は
何
で
す
か

　

正
直
、
仕
事
と
自
治
会
活
動
の
両
立

は
、
大
変
で
は
あ
り
ま
す
。
自
治
会
の

活
動
は
、平
日
が
中
心
で
す
の
で
、日
々
、

両
立
で
き
る
よ
う
に
奮
闘
中
で
す
。
周

り
の
方
々
の
理
解
が
あ
る
お
か
げ
で
、

自
分
の
で
き
る
範
囲
で
、
自
治
会
長
を

務
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

趣
味
で
弓
道
を
さ
れ
て
い
る
と
伺
い
ま
し

た
が
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
は
じ
め
ら
れ
た
の

で
し
ょ
う
か

　

高
校
生
の
時
、
弓
道
部
に
所
属
を
し

て
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

　
高
校
卒
業
と
同
時
に
辞
め
て
い
ま
し

た
が
、
子
育
て
も
ひ
と
段
落
つ
い
た
の

を
機
に
、
28
年
ぶ
り
に
再
開
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
相
模
原
市
の
弓
道
協
会
に

所
属
し
て
い
ま
し
て
、
日
々
練
習
に
励

ん
で
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
弓
道
３
段
合

格
が
目
標
で
す
。

弓
道
の
魅
力
は
何
で
す
か

　
弓
道
の
目
標
に
、「
真
・
善
・
美
」
が

あ
る
の
で
す
が
、
精
神
統
一
に
最
適
で

す
。
正
し
く
弓
を
引
い
て
的
を
射
た
と

き
の
爽
快
感
も
あ
り
ま
す
。
弓
を
引
く

と
き
に
は
、
筋
肉
で
は
な
く
、
骨
法
と

い
っ
て
、
骨
で
引
き
ま
す
の
で
、
年
齢

を
問
わ
ず
続
け
ら
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
仕
事
と
自
治
会
長
を
両
立
す
る
上
で

も
、
趣
味
の
時
間
は
重
要
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

自
治
会
長
に
実
際
に
な
っ
て
み
て
ど
の
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
か

　

現
役
で
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
方
、

子
育
て
中
の
方
に
こ
そ
、
自
治
会
長
を

や
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
隣
に
住
ん
で

い
る
人
が
ど
ん
な
人
か
も
分
か
ら
な
い

よ
う
な
世
の
中
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
活

動
に
参
加
し
、
地
域
の
方
々
と
交
流
す

る
こ
と
は
、
子
ど
も
が
社
会
の
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
の
に
非
常
に
重
要
で

す
。
若
い
世
代
の
方
が
、
自
治
会
活
動

を
な
さ
る
こ
と
で
、
地
域
で
子
育
て
を

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
私
の
、最
終
的
な
人
生
の
目
標
は
、「
目

指
せ
！
近
所
の
雷
お
や
じ
」
で
す
。

　
昔
な
が
ら
の
地
域
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
な
が
ら
、子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

60
本郷正宏 さん
（相武台地区）

真・善・美

平
成
28
年
６
月
、
新
た
に
就
任
さ
れ
た
自
治

会
長
を
対
象
に
、
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

８
回
目
の
開
催
と
な
る
今
年
度
は
、
４
つ
の
会

場
で
３
日
間
に
わ
た
り
、
午
前
・
午
後
の
計
６

回
、合
計
１
９
３
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
自
治
会
連
合
会
理
事
の
進
行
に
よ

り
、
自
治
会
活
動
・
加
入
促
進
、
ご
み
問
題
な

ど
の
環
境
美
化
、
地
域
防
災
な
ど
、
区
ご
と
に

決
め
た
テ
ー
マ
に
基
づ
き
、
講
義
や
グ
ル
ー
プ

討
議
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
を
お
招

き
し
、
自
治
会
加
入
促
進
に
つ
い
て
の
講
義
を

行
っ
た
会
場
も
あ
り
ま
し
た
。

研
修
を
通
じ
て
、
自
治
会
長
が
日
頃
か
ら
抱

え
て
い
る
悩
み
や
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
共

有
、
意
見
交
換
を
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
自
治

会
活
動
に
大
変
役
立
つ
も
の
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
さ

れ
る
自
治
会
長
の
支
援
の
た
め
研
修
を
開
催
し

て
ま
い
り
ま
す
。

新
任
自
治
会
長

研
修
会

６月 12日（日）中央区会場

６月 18日（土）緑区会場

６月 11日（土）南区
会場

　
熊
本
県
や
大
分
県
を
中
心
に
発
生
い
た
し
ま
し
た
地
震
に

よ
り
被
災
さ
れ
た
全
て
の
方
々
に
対
し
ま
し
て
、
心
よ
り
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
相
模
原
市
自
治
会
連
合
会
で
は
、
被
災
地
へ
の
支
援
を
行

う
た
め
、
自
治
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
単
位
自
治
会
や
地

区
自
治
会
連
合
会
か
ら
義
援
金
を
募
り
、
８
月
31
日
ま
で
に

お
預
か
り
し
た
義
援
金
総
額
１
４
、
８
２
６
、
０
５
８
円
の

目
録
を
９
月
９
日
、
日
本
赤
十
字
社
神
奈
川
県
支
部
相
模
原

市
地
区
本
部
長
で
あ
る
相
模
原
市
長
へ
贈
呈
す
る
と
と
も

に
、
熊
本
地
震
義
援
金
と
し
て
送
金
し
ま
し
た
。

　
目
録
を
贈
呈
し
た
席
上
に
お
い
て
、
防
災
意
識
の
希
薄
化
、

地
区
防
災
計
画
の
重
要
性
、
地
震
災
害
や
風
水
害
な
ど
、
い

つ
発
生
す
る
か
も
し
れ
な
い
災
害
へ
の
備
え
の
大
切
さ
に
つ

い
て
懇
談
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

熊
本
地
震
義
援
金
贈
呈
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県
営
大
島
団
地
自
治
会
の
自
治

会
加
入
率
は
現
在
92
％
で
す
。

そ
れ
は
、
特
性
を
生
か
し
た
自
治

会
運
営
に
あ
り
ま
す
。
団
地
と

戸
建
て
の
構
成
比
率
は
概
ね
８
対

２
で
す
。
団
地
の
特
性
を
生
か

し
、
結
束
力
を
高
め
る
組
織
づ
く

り
が
自
治
会
加
入
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
ま
す
。

「自治会報　さがみはら」は、皆様の会報です。
自治会・地域での様々な活動・話題などの情報や

ご意見をお寄せください。

ご案内とお願い

相模原市自治会連合会事務局
☎ 042－ 753－ 3419

E-mail: info@sagamihara-jichiren.jp

お問い合わせ

自
治
会
報
さ
が
み
は
ら
編
集

広
報
部
会
員

古
淵
自
治
会
は
、
東
は
境
川
で

町
田
市
に
接
し
、
北
は
中
央
区
と

接
し
た
区
域
で
、か
な
り
古
く
か
ら

人
々
の
暮
ら
し
が
営
ま
れ
て
き
ま

し
た
。
区
域
内
に
あ
り
ま
す
鹿
嶋

神
社
や
大
日
堂
は
、
既
に
鎌
倉

時
代
に
は
建
立
さ
れ
て
い
た
と

い
う
文
献
や
伝
承
が
あ
り
、
古
淵

は
「
歴
史
あ
る
古
い

地
域
」
な
の
で
す
。

一
方
で
、
新
し
い

古
淵
も
あ
り
ま
す
。

１
９
８
８
年
３
月
に

JR
横
浜
線「
古
淵
駅
」

が
開
業
し
、
同
時
に

駅
を
囲
む
よ
う
に

ま
ち
づ
く
り
が
進
め

ら
れ
、
商
業
ビ
ル

　

し
か
し
、
団
地
で
は
６
割
の

世
帯
主
が
高
齢
者
と
な
っ
て
お
り
、

更
に
外
国
人
世
帯
も
急
増
し
様
々

な
課
題
に
も
直
面
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
対
策
の
１
つ
と
し
て
、３
年

前
か
ら
「
み
ま
も
り
の
会
」
を

立
ち
上
げ
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
世
帯
を
中
心
に
緊
急
連
絡
先

カ
ー
ド
の
設
置
保
管
・
声
掛
け

運
動
・
茶
話
会
の
実
施
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
自
治
会
も
全
面

協
力
し
て
、
見
守
る
側
・
見
守
ら

れ
る
側
双
方
の
強
い
信
頼
関
係
の

構
築
を
維
持
し
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
２
年
前
か
ら
外
国
人
の

役
員
へ
の
積
極
登
用
を
し
て

お
り
、
既
に
自
治
会
組
織
運
営
の

主
要
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
日
々

活
動
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
外
国

人
世
帯
が
言
語
・
文
化
・
習
慣
の

違
い
を
乗
り
越
え
、
親
睦
を
深
め

て
共
に
自
治
会
活
動
に
奮
起
し
て

い
て
、
国
際
色
豊
か
な
自
治
会

組
織
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、諸
問
題
解
決
に
向
け
、

一
致
団
結
し
て
知
恵
を
出
し
合
い

な
が
ら
邁
進
し
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

小
田
急
多
摩
線
の
延
伸
計
画
に

つ
い
て
は
、
上
溝
地
区
と
し
て
、

将
来
に
渡
る
ま
ち
づ
く
り
の
核
と

な
る
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、最
も

注
目
し
て
い
る
事
業
で
す
。

そ
の
た
め
、
上
溝
地
区
で
は
、

JR
上
溝
駅
前
の
歩
道
橋
に「
小
田

急
多
摩
線
の
上
溝
乗
り
入
れ
を

早
期
に
実
現
さ
せ
よ
う
！
」と
し
た

横
断
幕
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、

本
年
の
上
溝
夏
祭
り
で
は
、
上
溝

地
区
自
治
会
の
会
員
や
ま
ち
づ
く

り
会
議
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
で
こ
の

横
断
幕
を
掲
げ
、
パ
レ
ー
ド
を

行
う
な
ど
、
祭
り
に
来
場
さ
れ
た

地
区
内
外
の
方
々
に
、
積
極
的
に

計
画
の
推
進
・
早
期
実
現
に
つ
い
て

ア
ピ
ー
ル
を
行

い
ま
し
た
。

ま
た
、
市
と

の
共
催
に
よ
る

地
区
ま
ち
づ
く

り
懇
談
会
に
お

き
ま
し
て
も
、

小
田
急
多
摩
線
の
延
伸
計
画
と

同
じ
く
、
将
来
に
渡
る
ま
ち
づ
く

り
の
核
と
な
る
事
業
で
あ
る
相
模

線
の
複
線
化
推
進
な
ど
と
と
も

に
、
計
画
の
進
捗
状
況
な
ど
に

つ
い
て
、
継
続
し
て
市
と
懇
談

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

な
ど
が
立
ち
並
ぶ
「
新
市
街
地
」

が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

今
、
新
旧
混
在
し
た
古
淵
地
域

で
は
、
大
き
な
賑
わ
い
が
種
々

生
ま
れ
た
一
方
で
、
開
発
の
波
が

古
い
地
域
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
駅
前
を
中
心
に
単
身
世
帯

向
け
の
大
小
の
ア
パ
ー
ト
が
数

多
く
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
前
に
、私
た
ち
は
自
治

会
加
入
対
策
や
新
旧
の
狭
間
で

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か

大
き
な
課
題
に
苦
闘
し
て
い
ま
す
。

団
地
の
特
性
を

　

い
か
し
た
組
織
づ
く
り

県
営
大
島
団
地
自
治
会

会 

長
　
内
田
　
匠
一

新
旧
の
古
淵

　
古
淵
自
治
会会長

　
細
谷
　
　
剛

県営大島団地自治会のみなさん

自治会によるもちつき大会

上溝駅前に横断幕を設置

今も残る鎌倉街道の面影 新市街地のシンボル古淵駅

上溝夏祭りパレードにて多くの来場者にPR

小
田
急
多
摩
線
延
伸

の
推
進
に
つ
い
て

　
上
溝
地
区
自
治
会
連
合
会

　
会
長
　
小
林
　
充
明

坂
本
　
堯
則
（
相
模
台
）

澤
塚
　
正
史
（
相
模
湖
）

石
井
　
正
彦
（
麻　

溝
）

穂
苅
　
健
二
（
新　

磯
）

佐
藤
あ
つ
子
（
相
武
台
）

笹
野
　
忠
則
（
大　

沢
）

廣
瀬
　
市
郎
（
津
久
井
）

武
田
　
邦
雄
（
清　

新
）

笹
野
　
賢
司
（
星
が
丘
）

渡
邉
　
重
治
（
大
野
北
）

中
村
　
洋
子
（
大
野
南
）

嘉
松
　
　
晧
（
東　

林
）

　
麻
溝
は
、
相
模
川
の
流
れ
な
ど

が
長
い
年
月
を
掛
け
て
つ
く
り

上
げ
た
河
岸
段
丘
と
５
つ
の
川
が

流
れ
る
自
然
豊
か
な
地
区
で
、

一
遍
上
人
ゆ
か
り
の
当
麻
山
無
量

光
寺
を
は
じ
め
と
す
る
歴
史
の

ま
ち
で
も
あ
り
ま
す
。

　
無
量
光
寺
に
程
近
い
市
場
地
区

は
、
段
丘
崖
か
ら
湧
水
が
流
れ
、

夏
に
は
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
う
昔

な
が
ら
の
風
情
あ
る
町
並
み
が

残
っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
こ
の

湧
水
を
利
用
し
て
ワ
サ
ビ
の
栽
培

も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
地
区
の
中
心
に
は
、
延
久
５
年

（
１
０
７
３
年
）
創
建
の
市
場
天
満

宮
が
あ
り
、
ご
神
体
は
菅
原
道
真

の
木
像
で
、
学
業
の
神
様
と
し
て

初
詣
や
梅
の
花
が
咲
き
誇
る
入
学

試
験
の
季
節
は
、
多
く
の
参
拝
客

で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
ま
た
３
月
の

例
大
祭
を
は
じ
め
年
４
回
神
事
が

行
わ
れ
る
ほ
か
、
境
内
に
は
八
坂

神
社
も
合
祀
さ
れ
、
７
月

に
は
ご
神
体
が
神
輿
に

乗
り
、
市
場
、
谷
原
、
宿
の

３
地
区
を
２
日
間
掛
け
て

練
り
歩
き
、
再
び
天
満
宮

に
戻
る
と
い
う
祭
礼
が

行
わ
れ
、
そ
こ
に
住
ま
う

人
々
の
安
全
・
健
康
を

祈
る
想
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
先
人
た
ち
の

想
い
は
、
市
場
天
満
宮
が

無
量
光
寺
門
前
町
の
中
心

地
と
し
て
、
現
在
の
住
所

で
「
南
区
当
麻
１
番
地
」

と
な
っ
て
い
る
こ
と
に

象
徴
さ
れ
て
い
ま
す
。

無
量
光
寺
門
前
町
の
中
心
地
・
市
場
天
満
宮

市場天満宮 本殿への参道

市場天満宮 社殿


